






























 

  

令和２年９月 18 日 

静 岡 県 環 境 放 射 線監 視 セ ン タ ー 

中部電力株式会社浜岡原子力発電所 

Ⅱ 平常の変動幅の上限逸脱に係る原因調査報告（環境試料中の放射能） 

（要旨） 

令和 2年度第 1四半期に実施した環境試料中の放射能の測定において、「原乳」

及び「茶葉」の 2 試料でセシウム 137 が平常の変動幅の上限を超過したため、

その原因について調査した。 

調査の結果、浜岡原子力発電所からの影響ではなく、過去の核爆発実験等の

影響に東京電力㈱福島第一原子力発電所から放出された放射性物質の影響が加

わったものと推定した。 

 

記  
１ 測定結果 

該当する試料のγ線核種分析結果を表１及び表２に示す。（上限を超過した

測定値は下線で示した。）なお、表中の括弧内の数値は検出下限値を示す。 

 

表１ 原乳（掛川市：4/9 採取、菊川市：4/7 採取） 

                                    単位：Bq/kg 生（131I は Bq/L） 

採取地点 測定機関 60Co 131I 134Cs 137Cs 40K(参考) 

監視 

センター 

＊1) 

(0.017) 

＊ 

(0.10) 

＊ 

(0.013) 

0.011±0.003 

(0.0086) 

47.5±0.3 

(0.98) 掛川市 

下土方 中部 

電力㈱ 

＊ 

(0.017) 

＊ 

(0.095) 

＊ 

(0.012) 

＊ 

(0.013) 

46.2±0.3 

(0.95) 

監視 

センター 

＊ 

(0.018) 

＊ 

(0.10) 

＊ 

(0.014) 

＊ 

(0.013) 

45.6±0.3 

(1.0) 菊川市 

嶺 田 中部 

電力㈱ 

＊ 

(0.020) 

＊ 

(0.093) 

＊ 

(0.014) 

0.017±0.005 

(0.015) 

45.2±0.4 

(1.1) 

平常の変動幅 ＊ ＊ ＊ ＊ 

震災後の変動幅 ＊ ＊～0.14 ＊～0.43 ＊～0.45 

自然放射性 

核種 

注 1) ＊印は「検出されず」を示す。 
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                        ＊印は「検出されず」を示す。 

図１ 原乳中の放射性セシウム濃度(Cs-134 と Cs-137 の合計量)の経時的変化 

注）嶺田は平成 26 年度第２四半期から採取地点となった。 
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＊印は「検出されず」を示す。 

図２ 茶葉中の放射性セシウム濃度(Cs-134 と Cs-137 の合計量)の経時的変化 

注）新野は今年度から採取地点となったため、グラフ未掲載とした。 
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